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甲府やまなみ甲府やまなみ
ワイズメンズクラブワイズメンズクラブ

●甲府やまなみクラブ会長主題●甲府やまなみクラブ会長主題 ： 継続は力なり継続は力なり　　

　　～　　～困難があってもバランスを保ちながら進み続けましよう困難があってもバランスを保ちながら進み続けましよう～　　～　　松本　公夫松本　公夫 

●あずさ部長主題 ： 親睦と CS 活動を部の原動力として外へ飛び出そう !! 大和田浩二 ( 松本 )

●東日本区理事主題 ： 挑戦無くして進化なし　　　山下　真 （十勝）

●アジア太平洋地域会長主題 ： アジア太平洋地域をブルーミュージックで目覚めさせる　ラチャン ・ マニカーン （タイ）

●国際会長主題：ブルーミュージックで眠れる巨人を目覚めさせる　ヨハン・ヴィルヘルム・エルトヴィク 

                                                                                                                          ( ノルウェー)

2026年 2026年 1111月月
    No.50No.50

●今月の強調目標●今月の強調目標
●今月のことば●今月のことば

「一衣帯水」「一衣帯水」         　         　                                                              

              　『南史』陳後主紀 より　　　　　　                    　　　　　　                    松本 公夫 君 選

【10月3日(土) 「【10月3日(土) 「グローバル ミュージック フェスタ in グローバル ミュージック フェスタ in 
やまなしやまなし２０２６２０２６」会場の甲府駅北口広場・やまなみク」会場の甲府駅北口広場・やまなみク
ラブのブースにて、メンバーとその友人たち 】ラブのブースにて、メンバーとその友人たち 】

BF ・ iGo ・ STEPBF ・ iGo ・ STEP

　　　　山梨YMCAバザー振り替え　　　　山梨YMCAバザー振り替え

●日時日時 : 2026年11月3日（火・祝日）

●会場会場 : 山梨YMCA

　 

今月の例会案内 ( 第 50 回 )今月の例会案内 ( 第 50 回 )　

会員数:12名　例会出席 メンバー:5名  

例会出席率:42％ 

メーキャップ:3名(渡邉・田草川)　

修正出席率:58％   

ハッピーバースデーハッピーバースデー

該当者なし　

アニバーサリーアニバーサリー

10 月のデータ10 月のデータ

渡邉 隆・隆子　(11月4日)

田草川啓・貴子(11月5日)

▼今月のことば今月のことば▼
　「衣帯」とはきものの帯。1本の帯が「一衣帯」で、

「水」が狭い川や海を表し隔てて隣り合っているこ

と。転じて、2つのものの距離が、非常に近いこと、

地域や国、人と人、会社と会社などさまざまなシー

ンが想定され密接な関係を表す言葉になりました。

　私がこの言葉を知ったのは、今から15年前頃、

国際交流センターで研修課長をしていた時、姉妹

都市数か国から、研修生や留学生が招へいされ、

センターの宿泊施設に住み1年間山梨の企業や

大学等で研修・勉強して帰国していました。

松本公夫松本公夫 　その中で中国四川省からは研修生も大勢来てい

て、彼らから日本との関係は「一衣帯水」、我々は仲

良く共生していかなくてはと、週末の食事会では

時々会話に出てきたことを思い出しました。現在の状

況とは違いますが、彼らは日本人同様、義理堅く楽

しい1年間を過ごし、別れる時は涙も頬を伝わりまし

た。後に中国へ研修生達に会いに行きました。彼らも

観光で日本の各地へ訪問後の帰国前は山梨に戻

り、我々と良い関係を確認の交流を会していました。

この言葉は忘れられない言葉です。

Photo
Photo

ofof

monthly
monthly



甲府やまなみワイズメンズクラブ

2

　グローバルフェスタ終了後17:30から、魚そう北口

分店において、10月例会兼慰労会を行いました。

　松本会長の乾杯で開会、今日のやまなみのコー

ヒーとかりんとうの売上報告があり、全体の評価や反

省点などを語り合いました。

　また、次の大きなイベントである、11月3日の山梨

YMCAチャリティーバザーに関連して、「お買い物

券」を各自が購入し、当日の参加の可否と役割を確

認しました。

　出席者:松本・米山・藤原・和田・仙洞田

米山 俊彦米山 俊彦

▼▼GLOBAL　MUSIC　FESTA　IN　GLOBAL　MUSIC　FESTA　IN　
        　　YAMANASHI 2026 に参加して        　　YAMANASHI 2026 に参加して▼▼

　10月3日土曜日、晴天に恵まれた甲府駅北口アシ

ストエンジニアリングよっちゃばれ広場を会場として、

「GLOBAL　MUSIC　FESTA　IN　YAMANASHI　

2026」が開催されました。

　グローバルフェスタは、毎年恒例となっている甲府

駅北口広場の国際文化交流イベントですが、今年

は、“MUSIC　FESTA”として午前中の“ダンスヴィ

レッジ”と午後のミュージックフェスタの2部制で行わ

れ、南米やアジア、アフリカ、アメリカなど、各国の伝

統的なダンスや熱気溢れる音楽演奏で1日中大いに

盛り上がりました。

　また、出店コーナーでは、山梨YMCAや青洲高校

をはじめ、県内の国際交流に携わる団体や学校から

出店があり、世界のグルメを味わったり、外国文化の

体験など、様々な多文化交流が行われていました。

　我が、やまなみワイズは、“やまなみカフェ”を開店

し、今回はベトナムのコーヒーと日本の食文化の代

表格でもある味噌を使った“味噌かりんとう”というミス

マッチとも言える販売を行いました。

　やまなみワイズからは、今回の主催者であるNPO

法人グローバルビジョン代表の藤原さん、外国人の

出演者や国際交流団体との調整役を担った松本会

長、YMCAの纏め役として田草川さん、チンドン屋の

ステージパフォーマンスに参加した和田さん夫妻、

やまなみカフェを担当した仙洞田さんと私の7名が参

加しました。

　今年のグローバルフェスタは、特に、ステージパ

フォーマンスの数、内容ともに、例年以上に充実して

いたと感じました。そして、外国の人達の自国の伝統

文化に寄せる思いや日本の若者の一生懸命な姿と

そのパワーに感動しました。

　今、世界では、自国第一主義の広がりや国家間の

競争が激しさを増し、国際社会の平和や人々の生

活が脅かされています。

　こうした時代にあって、グローバルフェスタのような

国際文化交流イベントが、少しでも相互理解と国際

協調を広め、誰もが安心して暮らせる社会になって

いくきっかけになる事を願います。

● 10 月例会 &慰労会 10 月例会 &慰労会 ●
仙洞田安宏仙洞田安宏

【司会進行を担った松本会長】【司会進行を担った松本会長】

【やまなみクラブと山梨YMCAのブース】【やまなみクラブと山梨YMCAのブース】

【YMCAの大型テントが並んだよっちゃばれ広場】【YMCAの大型テントが並んだよっちゃばれ広場】
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♣ やまなみ農園だよりやまなみ農園だより ♣

　　9月19日(土)に蒔いた大根葉

の間引きを10月4日、10日に行

いました(写真左)。また、10月22

日、29日には土寄せをしまし

た。サツマイモ(安納芋)は、そろ

そろ収穫時期ですが、試し掘り

をして販売戦略を考えることにし

ました(写真右)。

　秋色がいっそう深まる季節となりました。ワイズメン

ズクラブの皆様におかれましては、日頃より山梨

YMCAの歩みを温かく見守り、力強く支え続けてくだ

さっていることに心より深く感謝申し上げます。

　いよいよ11月3日（文化の日）、YMCAの伝統であ

る「第66回 チャリティーバザー」が開催の日を迎えま

す。10月号でお知らせいたしました通り、今年度は

甲府21ワイズメンズクラブの佐藤重良ワイズメンに実

行委員長をお引き受けいただき、「地域」「感謝」「こ

ども」「環境」という4つのキーワードのもと、ワイズの

皆様、ボランティア、スタッフが一丸となって熱気あ

ふれる最終準備を進めております。

　このチャリティーバザーは、ワイズメンズクラブの皆

様の温かいご協力とご尽力がなければ、決して成し

得ない事業です。準備から当日に至るまで、YMCA

の課題をご自分のこととして背負い、共に汗を流して

くださるワイズの存在があってこそ、私たちは地域へ

向かって大きな一歩を踏み出すことができます。

　今回で66回目を迎えるこのバザーは、単なる物品

の販売や資金調達にとどまらず、地域とともに紡いで

きた愛と奉仕の歴史そのものです。私たちがこの歴

史を通じて強く願うのは、山梨YMCAが「0歳から一

生涯にわたるサードプレイス（第3の居場所）」であり

続けることです。家庭や学校、職場に続く安心の場と

✓11月7日or 8日 やまなみ農園・サツマイモ収穫

✓11月16日(月)  バザー反省会(山梨YMCA)

✓12月 2日(水)  12月例会(山梨YMCA)

✓12月12日(土)　グランドあずさの集い(松本市)

✓12月16日(水)  役員会(山梨YMCA)

✓12月20日(日)ソライチ(甲府駅ペデストリアンデッキ)

✓1 月  9日(土)  山梨4クラブ新年合同例会

✓1月11日(月・祝) お正月を遊ぼう(甲府駅北口広場)

♦ これからの予定 これからの予定 ♦ 

山梨YMCA総主事　
               中田 純子               中田 純子

▼日時:10月28日(水) 18:00〜19:30

▼場所:山梨YMCA

▼出席者:松本・米山・渡邉・仙洞田

▼協議・確認

✓YMCAバザーについて:役割等詳細を確認

✓やまなみ農園について:サツマイモ掘りの日程

相談、新規作物としてニンニクばどうか?

✓12月例会プログラムを協議 (書記・仙洞田安宏)

役員会報告役員会報告

して、生まれたばかりの赤ちゃんから子どもたち、若

者、そしてご年配の方まで、誰もが自分らしくいら

れ、温かく包み込まれる場所でありたい。そして、多

様な人々が出会い、互いの存在を慈しみ、「喜び合

いながら共に生きる意味」を深め合える「地域共生社

会」を皆様と共に築いていきたい――。これこそが、

66年間変わらない私たちの原点であり、地域へ届け

るべき「幸せの輪」です。

　こうした想いは、現場の歩みとも確実に結びついて

おります。去る10月24日（土）には、ワイズ国際協会

TOF助成金を受け土肥スタッフを中心に進めている

フリースクール事業の一環として、信州大学医学部

（子どものこころの発達医学教室）の本田秀夫教授を

講師にお迎えし、「教育フォーラム」を開催いたしまし

た。翌25日付の山梨日日新聞紙面でも大きく取り上

げられたように、子どもたちの居場所や多様な学び

の保障、地域で支える仕組みの必要性について、社

会全体へ問いかけ共感を広げる大変意義深い機会

となりました。

　現場の取り組みや課題を我が事として背負い、長

きにわたる歩みを熱く支え続けてくださるワイズメンズ

クラブの皆様、そしてYMCAを愛し支えてくださるす

べての皆様に、心より深く感謝申し上げます。

　11月3日、66回目の節目となるこの日に、会場で皆

様と笑顔でお会いできますことを楽しみにしておりま

す。どうぞご家族やお知り合いをお誘い合わせのう

え、会場へ足をお運びください。共に生きる喜びを

分かち合う、素晴らしい一日となりますように。

「第 66 回チャリティーバザーを迎えるにあたって」「第 66 回チャリティーバザーを迎えるにあたって」


